
 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度第１回みどりの学園コミュニティ・スクール推進

会議 

開催日時 令和７年６月 27 日（金）開会 14:10 閉会 16：20 

開催場所 つくば市立みどりの学園義務教育学校 校長室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

小山 勇気、毛利 靖、奥脇 章豊 

中島 達夫、富田 和子、岩村 一代 

校長：山田 聡   副校長：木之内 富美代 

教頭：中村 めぐみ 教頭：水挽 広美 

7 学年主任 川島 翼 

その他  

事務局 教育局 次長：勝村 英樹 

教育局生涯学習推進課 社会教育主事 村上 和宏 

教育局生涯学習推進課 地域連携教育指導員 酒井 和宏 

教育局生涯学習推進課 社会教育指導員 福田 綾子 

公開・非公開の別 □公開 □非公開 ☑一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

つくば市情報公開条例第５条第１号（個人情報）に該当する

情報を取り扱うため 

議題 熟議「マルシェの開催について」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開 会 
２ 選任通知書交付 
３ つくば市代表者挨拶 
４ 説明事項 
  ・つくば市コミュニティ・スクールについて 
５ 座長・副座長の選出 
６ 授業参観 
(1) 授業参観 
(2) みどりのタイム参観 
７ 協  議 



 

(1) 学園運営の基本方針について 
(2)  熟議「マルシェの開催について」 
８ その他 

・ コミュニティ・スクール年間活動計画（案）について 
９ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

酒井指導委員：令和 7 年度第１回みどりの学園コミュニティ・スクール推進 

会議を開会します。会議を進行するにあたり書記をみどりの学園の川島委員に

お願いします。→承認 

２ 選任通知書交付（代表 小山委員） 

３ つくば市代表者挨拶  教育長挨拶（勝村次長代読） 

４ 説明事項 「つくば市コミュニティ・スクールについて」 

村上指導主事説明 

 ・育てたい子供の姿について話し合う「コミュニティ・スクール協議会」 

  ・育てたい子供の姿を実現するために必要な活動を地域と学校で連携して

おこなう。「地域学校協働活動」 

  ・地域学校協働活動の実現のため、中心になって動く役割が地域学校協働

活動推進員（ＣＳコーディネーター）である。 

５ 座長・副座長の選出 ＜小山勇気座長＞ 

６ 授業参観  

(1)６校時 14:50～15:10  

(2)みどりのタイム 15:15～15:45 

７ 協議 

(1)学園運営の基本方針について 

  ①山田校長説明 

  ・「みどサポ」の強力な協力体制 

  ・表現力は多彩だが、相手の情報を聞き入れる能力が弱い。 

→朝鑑賞・哲学対話の実践 

  ・後期課程：みどりのタイムの活用 例）有志合唱団 

  ・企業連携→ＩＣＴ機器整備・デジタル教育の充実 

・みどりのＳＣＣ活動→放課後活動の充実 

 学校職員が連携体制を構築→学園生とのつながりが深化 

 ②木之内副校長 

・地域、保護者、外部と連携できる活動について 

・教育課程をもっと地域や保護者に開き、理解してもらうことで学校への

協力や理解を深めたい。 

学校運営の基本方針の承認→全員賛同 

(2)【熟議】「マルシェの開催について」 

＜マルシェの概要説明：小山座長＞ 

・７/19（土）夏祭り 花火・出店など多岐にわたって企画・運営 



 

今年度、地域の要望として、神輿を実現させたい。 

今後はやぐらを組んで、盆踊りを検討している。 

・ＣＳとして予算を含めた企画が前例としてないので、何か方法はないか。 

 中島委員：安全面はきちんと配慮されているのか。 

 小山座長：見守りボランティア（学生等）を活用している。 

  駐車場の配備（みどりの学園を利用）をしている。 

 岩村委員：正規の警備員の必要性はあったのか、ボランティアの保険等は必

要ではないか。 

 小山座長：現時点では、正規の警備を必要とする事案が起きないように配慮

し、実際発生もしていない。保険は、運営側の保険を適用している。 

 毛利委員：保護者はみどりの地区に愛着を持った方が多いので、子供が卒業

しても地域の活性化が図れるものが今後続いていってほしい。た

だし、形骸化だけは避けたい。 

 奥脇委員：マルシェで発生するゴミをみんなで対策することができないか。 

  ・ゴミ拾いを日課にしている家庭もあり、地域を巻き込んでの活動

に広げられる可能性有り 

  ・生徒会から発信するなど、学園生を中心に活動を起こすこともで

きるのでは。 

 富田委員：以前マルシェで運営させてもらった「お譲り会」も検討している。

譲るための古着をどのように回収しているのか。 

  ・呼びかけを広範囲で行っている。量を増やしていくのであれば、

体育館などを活用して規模を拡大しても良いのでは。 

 水挽教頭：学園生を通じて、地域の方からも参加していただくなど地域全体

で温かく見守れるようなイベントになってほしい。 

 山田校長：将来的に子供たちが地域に留まるような場所になってほしい。 

 中島委員：近隣地域である。輝翔学園（陣場）、高山学園（真瀬）との連携の

関わり方について、ビジョンはあるか。 

  ・翠輝学園とは連携を図りながら実施している。門戸は開いているのでぜ

ひ、声を掛け合いながら少しずつ広めていきたい。 

８ その他 

  ・コミュニティ・スクール年間活動計画（案）について 

 ＣＳ推進会議 第２回 ９月 26 日（金）14：10～ 場所：みどりの学園義務

教育学校 

        第３回 ２月６日（金）詳細は後日連絡 

９ 閉会 

本日の会議の様子や写真はつくば市教育委員会ホームページ掲載予定 

 



第1回みどりの学園CS推進会議 式次第6月27日（金）

１ 開  会          14:10～ 校長室
２ 選任通知書交付
３ つくば市代表者挨拶
４ 説明事項
  ・つくば市コミュニティ・スクールについて
５ 座長・副座長の選出
６ 授業参観
 (1)  授業参観 14:50～15:10
 (2)  みどりのタイム参観 15:15～15:30
７ 協  議
 (1) 学園運営の基本方針について
 (2) 熟議「マルシェの開催について」 15:35～
８ その他
  ・コミュニティ・スクール年間活動計画（案）について
９ 閉  会



番号 委嘱の区分 氏　名 所属・役職

1 (8)教育委員会が適当と認める者 小山　勇気 部活動地域展開受託先代表取締役

2 （1）地域住民 渡邉　周一 区長

3 （４）学識経験者 毛利　靖  初代校長茨城大学教授

4 （1）地域住民 奥脇　章豊 区長

5 （４）学識経験者 中島　達夫 地域住民・元校長

6 （2）児童・生徒の保護者 富田　和子 みどサポ代表

7 (8)教育委員会が適当と認める者 岩村　一代 生涯学習推進課社会教育指導員

8 （５）各学校長 山田　聡 校長

9 （6）教職員 木之内 富美代 副校長

10 （6）教職員 中村めぐみ 教頭

11 （6）教職員 水挽　広美 教頭

12 （6）教職員 川島　翼 社会教育主事有資格者

13
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23
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令和７年度 みどりの学園義務教育学校コミュニティ・スクール推進会議

（第１回：６月27日 金曜日）受付名簿
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みどりの学園義務教育学校グランドデザイン 2025 ver01

本県の教育目標 学校教育目標
市の教育目標

～Each of us is the creator of a happy future ～

教
育D

X
W

ell-being

21
世
紀
型
能
力

〇保護者の学びの機会設定

みどりのサポーターズ
○各種ボランティア支援
・清掃支援
・登下校見守り
・授業支援
〇保護者の学びの機会設定

企業連携
・地域企業
・民間企業

家庭における教育DXの推進
〇学習者用端末の持ち帰り
・クラウド活用でシームレスな
家庭学習
・スクリレ・HPで情報発信
・LEBER・Microsoft Formsで
心身の健康管理
・FAQの設置

ラーケーション

に保護者等と活動
できる機会を確保

ラーケーション
の推進
・校外（家庭や地
域）における体験
活動を企画し平日
に保護者等と活動
できる機会を確保

豊かな体験で五感を磨く「なぜ」「どうして」問いをもち続ける

信頼

協力

信頼

協力

STEAM教育
・IT/ICT/IoT/AIの融合した教育
・VR/ARの効果的活用
・プログラミングで課題解決
とSDGsの達成

・遠隔技術活用
・ドローンやロボットの活用

における活用推進

生成AI 教育
・振り返り
・課題解決
・対話力向上
・自立活動
における活用推進

日本最先端教育DX実現の
ための独自インフラ整備
・学習者用端末以外の充足
・Steam Laboの設置
・学習者用デジタル教科書
・デジタルドリル等の導入
・校務のDX/ペーパーレス等
・採点ナビによる業務の効率化

した教育環境とその活用

STEAMの視点
見方・考え方
の確立

自律的探究

SDGsの達成

社会の創り手としての自覚

データ利活用（学習デー

情報活用能力
・情報の科学的な理解
・情報活用の実践力
・情報社会に参画する態度
・デジタルリテラシー
・情報モラル（AIも含む）
●データ利活用（学習デー
タ・校務データ）

‥‥●組織目標：①子供一人一人に寄り添い個別最適な支援ができる授業づくり。
②働き方改革により業務を効率化し、ワクワクする学びのしかけ作りに全力で取り組む。

DXを駆使した企業連携DXを駆使した企業連携
＜みどりのSCC＞
・Teamsで情報共有
・オンデマンド研修
・月謝アプリ決済
＜企業協賛＞
・CSRによるロボット協賛
・コンテンツ協力

みどりのSCCみどりのSCC
・放課後スポーツ＆
カルチャーの充実
・円滑な運用
（担当者設置・立哨・情報
共有等生徒指導連携）
・連携スポンサーによる
コンテンツ提供

問題発見・解決能力（PBL）
●各教科等からの発展的な視
野から問題を発見

● 探究的な解決
・それぞれの進度で探究
・自己調整（振り返り）

●実社会とつながる学び
・発信型PBL
（みどりのタイム）

言語能力（哲学タイム）
●読む、書く、聞く、話す
の基礎・基本の技能向上

●思考論理・感性・情緒な
ど自他との対話力の向上
・朝鑑賞 ・哲学対話

自己調整力・協働力
・振り返り
コミュニケーション力
プレゼンテーション力
・アウトプット

●具体的達成指標‥‥ ・勉強した内容がわかる 85％、・目標をもって取り組んでいる 85％、 ・人の気持ちがわかる 90％、・1人1研修受講 100％
・クラウド内情報共有活用100％、・生成AIの授業および校務における活用100％、 ・学習者用端末持ち帰り活用100％、
・自分に良いところ80％、・小 6IBA 平均 520 点体力テスト A+B 50％、・年10日以上の年休取得、・20 時前照灯 80％
・HPでの情報発信 学年1回/週 (19時半に音楽を流す)

英語力英語力
国際社会で活躍する力

9年間の質の高い教育
・9年間の系統的な学び
（９年間の連続した学び）
を提供
・異学年交流の推進

誰一人取り残さない教育
・特別支援教育の充実
・日常的教育相談
・生徒指導部中心の支援
（いじめ・問題行動）
・Diversity （LGBTQ）

すべての人が幸せな教育
・子供と教職員の心理的
安全性の確保

・Well-beingの見方・考
え方の醸成

体系的な
保健安全教育の充実
・学校保健計画に基
づいた安心安全な
学校運営

・自律的な避難訓練
の実施

Try＆Error
ﾚｼﾞﾘｴﾝｽの醸成

好奇心・興味関心の開発

R07 R08
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